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イ ネ縞 葉 枯病 耐病 性 品種 「星 の光 」 に お け る

ヒメ トビウ ン カ及 び イネ縞 葉枯 病 の発 生

斉藤浩一 ・本郷 武*・橋田弘一 ・大森貴寿*

(栃木県農業試験場・*同栃木分場)

栃 木県 におい ては,近 年,ム ギ類 の作 付増 加 に伴 い

イネ縞葉 枯病 が多発 生 す る傾 向 にあ り問題 と なっ てい

る。そ の対策 の一 つ と して,イ ネ縞 葉枯 病耐 病性 品種

「星 の光 」 が導入 されつ つ ある。 そ こで,本 品種 にお

ける ヒメ トビ ウンカ,イ ネ縞葉 枯病 及 び その他 の病害

虫 の発生 動 向 を明 らか に し,発 生 予察 及 び防除対 策 の

資料 とす るため,調 査 を行 った ので,そ の概 要 を報告

す る。

調 査 方 法

小 山市 小 薬 の 同一 圃場(58a)内 に1983年5月14日

に稚苗 機械 移植 された 「星 の光」 及 び在来 品種 の 「コ

シ ヒカ リ」 におい て調査 を行 った。 ヒメ トビウ ンカの

発生 消長 は,各 品種2か 所 につ い て,36cm直 径 の捕虫

網 に よる25回 振 りす くい取 り法 に よ り調べ た。 イネ縞

葉 枯病 及 び イ ネ黒 す じ萎 縮 病 の発 生 状 況 は,各 品種

1,000株 ×2か 所 につ い て,7月8日 及 び8月12日 に

調査 を行 っ た。 ヒメ トビウ ンカの イネ

縞葉枯 病 ウイルス保毒 虫率 は,抗 体感

作赤 血球 凝集反 応法 に よ り,7月15日

に各 品種栽 培場 所 よ り採集 した第2世

代虫 及 び11月21日 に各 品種 の栽培 跡地

に隣 接 した畦畔 よ り採 集 した越冬 世代

虫 につ いて検定 した。そ の他の病 害 虫

につ い ては発生 状況 を観察 した｡な お,

施肥,水 管 理,薬 剤散 布 は両品種 とも

同一 の方法 によ り行 った。

結 果及 び考察

ヒメ トビウ ンカの発 生 は第1表 に示

す とお り,両 品種 と もほぼ同様 の消長

を示 し,密 度 は全 般 的 に 「コシ ヒカ リ」

に比 べ 「星 の光」 でやや高 い傾 向が み

られ た。第2表 に示 す とお り,イ ネ縞

葉枯病 の発 生 は,7月8日 及 び8月12

日の 調査 と も 「コシ ヒカ リ」に比べ 「星

の光」 での発生 が著 しく少 なか っ た。

イネ黒 す じ萎縮病 は,7月8日 の調査

で は発生 が認 め られ なか ったが,8月

12日 の調査 で は両品種 ともわず か に発

生が 認 め られ た。 その他 の病 害 虫 は,

イネ紋 枯病 が 「コシ ヒカ リ」 に比 べ て

「星 の光」 で やや多 く
,イ ネ い もち病

第1表　 ヒメ トビウンカの発生消長

第2表　 イネ縞葉枯病 ・イネ黒す じ萎縮病 の発生状況
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は両品種 と も少 な く,イ ネ白葉 枯病 は 「星 の光」 で わ

ずか に認 め られ た。調査 圃場 外の 「星 の光」 栽培 圃場

では,イ ネ白葉枯病,イ ネ もみ枯細 菌病 の発 生が 目立

つ 圃場 が あ り,ま た,湛 水土 中直播 栽培 で イネ黒 す じ

萎縮 病 の 目立 っ圃場 が み られ た。

以上 の結 果 か ら,「 星 の光」 を栽培 した圃場 で は,

イネ縞葉 枯病 の発生 が少 な く,保 毒 虫率 も低 下す る と

考 え られ る(第2,3表)｡し か し,本 品種 は イネ黒

す じ萎縮病 に対 す る耐 病性 が な く,ヒ メ トビウ ンカの

密度 を低 下 させな いと考 え られる ことか ら,本 品種 を

栽培 した場 合 で も,イ ネ黒 す じ萎 縮病 の罹 病 防止 と周

辺 圃場 に対 し,ヒ メ トビウ ンカの発生 源 と なるの を防

第3表　 ヒメ トビウンカのイネ縞葉枯病

ウイルス保毒虫率

止 す るため,第2回 成 虫 ～第2世 代 幼虫 の防 除が必 要

と考 え られ る。 ま た,在 来 品種 に比 ベ イネ紋枯 病,イ

ネ白葉枯 病,イ ネ もみ枯細 菌病 が発 生 しやす い と考 え

られ,そ の 防除対 策 を検討 す る必 要 が ある。


